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防
災
・
県
土
強
靱
化
対
策
特
別
委
員
長
報
告

防
災
・
県
土
強
靱
化
対
策
特
別
委
員
会
に
お
け
る
、
こ
れ
ま
で
の
調
査
並
び
に

審
査
の
経
過
に
つ
い
て
ご
報
告
申
し
上
げ
ま
す
。

昨
年
七
月
の
委
員
会
設
置
以
来
、
奈
良
県
国
土
強
靱
化
地
域
計
画
に
関
す
る
こ

と
、
地
域
防
災
計
画
の
推
進
に
関
す
る
こ
と
及
び
治
水
対
策
・
土
砂
災
害
対
策
等

の
推
進
に
関
す
る
こ
と
に
つ
い
て
、
県
内
外
の
実
情
を
含
め
、
各
般
に
わ
た
り
調

査
並
び
に
審
査
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
。

ま
ず
、
初
度
委
員
会
に
お
い
て
は
、
土
砂
災
害
特
別
警
戒
区
域
等
の
指
定
状
況

及
び
砂
防
施
設
の
設
置
状
況
を
確
認
し
、
砂
防
施
設
を
建
設
す
る
に
当
た
っ
て
は
、

基
礎
調
査
を
行
い
、
優
先
順
位
を
明
確
に
す
べ
き
で
あ
る
と
の
意
見
が
あ
り
ま
し

た
。さ

ら
に
、
砂
防
指
定
地
に
関
し
、
速
や
か
に
砂
防
指
定
地
台
帳
を
整
備
し
、
解

除
で
き
る
と
こ
ろ
は
速
や
か
に
解
除
さ
れ
た
い
と
の
要
望
が
あ
り
ま
し
た
。

次
に
、
県
内
調
査
と
し
て
、
災
害
発
生
時
に
、
県
民
に
災
害
情
報
を
提
供
し
、

市
町
村
や
防
災
関
係
機
関
等
と
の
情
報
共
有
を
行
う
災
害
対
策
本
部
室
、
平
成
十

一
年
度
の
災
害
に
よ
り
道
路
が
遮
断
さ
れ
、
住
民
生
活
へ
の
影
響
も
大
き
い
こ
と

か
ら
事
業
実
施
さ
れ
た
天
理
市
苣
原
町
の
平
成
十
二
年
度
治
山
事
業
地
、
保
全
対

象
に
天
理
市
が
指
定
し
た
避
難
所
が
あ
り
、
土
石
流
が
発
生
し
た
際
に
多
大
な
被

害
を
与
え
る
た
め
、
早
期
に
対
策
が
行
わ
れ
て
い
る
山
田
Ｂ
沢
通
常
砂
防
事
業
地

に
つ
い
て
調
査
を
行
っ
た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

次
に
、
九
月
定
例
会
に
お
い
て
は
、
災
害
予
防
、
災
害
応
急
対
策
、
災
害
復
旧

・
復
興
に
つ
い
て
は
、
個
々
の
計
画
に
よ
り
必
要
な
措
置
を
講
じ
ら
れ
て
い
る
が
、

行
政
コ
ス
ト
を
意
識
し
た
う
え
で
、
危
機
管
理
対
応
全
体
の
基
本
的
な
考
え
方
を
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ま
と
め
て
い
く
べ
き
で
あ
る
と
の
意
見
が
あ
り
ま
し
た
。

ま
た
、
外
国
人
福
祉
避
難
所
で
あ
る
猿
沢
イ
ン
の
外
国
人
観
光
客
等
へ
の
周
知

や
当
該
福
祉
避
難
所
に
必
要
な
備
蓄
物
品
に
つ
い
て
、
奈
良
市
や
民
間
事
業
者
と

連
携
し
て
進
め
ら
れ
た
い
と
の
要
望
が
あ
り
ま
し
た
。

さ
ら
に
、
大
和
川
流
域
に
お
け
る
総
合
治
水
の
推
進
に
関
す
る
条
例
に
つ
い
て

質
疑
が
行
わ
れ
、
自
治
体
や
企
業
の
協
力
を
得
な
が
ら
推
進
す
べ
き
で
あ
る
と
の

意
見
が
あ
る
な
ど
、
活
発
な
議
論
が
交
わ
さ
れ
ま
し
た
。

次
に
、
十
二
月
定
例
会
に
お
い
て
は
、
台
風
二
十
一
号
に
よ
る
被
害
の
災
害
復

旧
等
に
係
る
補
正
予
算
等
の
説
明
を
受
け
、
三
郷
町
東
信
貴
ヶ
丘
地
区
の
崩
落
被

害
に
対
す
る
県
の
対
応
や
生
駒
市
西
松
ヶ
丘
の
違
法
盛
り
土
等
に
つ
い
て
、
議
論

が
交
わ
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
県
有
施
設
の
耐
震
性
等
の
安
全
性
に
つ
い
て
も
議
論
が
交
わ
さ
れ
ま
し

た
。次

に
、
二
月
六
日
に
は
、
外
部
か
ら
講
師
を
招
き
、
危
機
管
理
を
機
能
さ
せ
る

た
め
の
着
眼
点
に
つ
い
て
意
見
聴
取
を
行
い
ま
し
た
。

行
政
や
住
民
、
企
業
や
専
門
家
が
そ
れ
ぞ
れ
の
役
割
を
認
識
し
、
共
通
の
意
識

を
持
っ
て
協
力
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
り
、
そ
の
た
め
に
は
、
常
に
意
見
交
換
を

行
い
、
情
報
を
共
有
す
る
リ
ス
ク
コ
ミ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
重
要
で
あ
る
こ
と
。

危
機
管
理
に
あ
た
っ
て
は
、
悪
い
情
報
は
、
不
完
全
で
あ
っ
て
も
速
や
か
に
上

司
に
報
告
す
る
の
が
鉄
則
で
あ
る
こ
と
。

広
報
窓
口
を
一
元
化
し
、
住
民
へ
の
呼
び
か
け
な
ど
は
、
首
長
み
ず
か
ら
が
時

期
を
失
せ
ず
に
定
期
的
に
正
確
に
公
表
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
こ
と
。

人
命
の
救
助
が
最
優
先
で
、
自
助
、
共
助
、
公
助
が
連
携
す
る
こ
と
が
重
要
で

あ
る
と
の
ご
意
見
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
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ま
た
、
災
害
関
連
死
を
防
ぐ
た
め
の
福
祉
避
難
所
の
充
実
や
自
主
防
災
組
織
の

強
化
に
つ
い
て
意
見
交
換
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

次
に
、
二
月
定
例
会
に
お
い
て
は
、
奈
良
市
新
斎
苑
整
備
事
業
に
関
連
す
る
保

安
林
や
三
郷
町
東
信
貴
ヶ
丘
地
区
の
崩
落
被
害
へ
の
対
応
、
生
駒
市
西
松
ヶ
丘
の

違
法
盛
り
土
へ
の
対
応
に
つ
い
て
議
論
が
交
わ
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
奈
良
県
は
関
西
広
域
連
合
の
全
分
野
に
加
入
し
、
災
害
時
の
医
療
の
取

組
な
ど
防
災
と
医
療
で
計
画
の
整
合
を
と
れ
る
よ
う
に
す
べ
き
で
あ
る
と
の
意
見

が
あ
り
ま
し
た
。

さ
ら
に
、
災
害
時
の
帰
宅
困
難
者
対
策
に
つ
い
て
活
発
な
議
論
が
交
わ
さ
れ
ま

し
た
。

以
上
の
よ
う
な
経
緯
を
踏
ま
え
、
以
下
、
五
点
に
つ
い
て
さ
ら
に
要
望
す
る
も

の
で
あ
り
ま
す
。

一

行
政
コ
ス
ト
を
意
識
し
た
う
え
で
、
危
機
管
理
対
応
全
体
の
基
本
的
な
考
え

方
を
ま
と
め
る
よ
う
努
め
ら
れ
た
い
こ
と
。

一

災
害
時
の
帰
宅
困
難
者
に
係
る
条
例
整
備
に
つ
い
て
、
広
域
的
な
対
応
と
し

て
、
関
西
広
域
連
合
に
提
案
さ
れ
た
い
こ
と
。

一

砂
防
指
定
地
の
正
確
な
場
所
を
把
握
す
る
こ
と
は
、
防
災
上
大
変
重
要
で
あ

り
、
固
定
資
産
評
価
額
の
減
価
補
正
や
砂
防
指
定
地
内
の
行
為
制
限
に
も
影
響

す
る
こ
と
か
ら
、
砂
防
指
定
地
台
帳
及
び
附
図
の
迅
速
な
整
備
に
努
め
ら
れ
た

い
こ
と
。
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一

亀
の
瀬
の
地
す
べ
り
対
策
は
、
大
和
川
の
流
域
対
策
に
一
定
の
影
響
を
及
ぼ

す
た
め
、
国
の
事
業
で
は
あ
る
が
、
地
す
べ
り
の
状
況
に
つ
い
て
調
査
を
行
い
、

適
切
に
対
応
す
る
よ
う
努
め
ら
れ
た
い
こ
と
。

一

災
害
関
連
死
を
防
ぐ
た
め
に
も
、
避
難
所
が
充
実
さ
れ
る
よ
う
、
取
り
組
ま

れ
た
い
こ
と
。

な
お
、
今
後
も
、
当
委
員
会
に
お
い
て
は
、
防
災
力
の
向
上
及
び
県
土
の
強
靱

化
に
あ
た
り
、
奈
良
県
国
土
強
靱
化
地
域
計
画
に
関
す
る
こ
と
、
地
域
防
災
計
画

の
推
進
に
関
す
る
こ
と
及
び
治
水
対
策
・
土
砂
災
害
対
策
等
の
推
進
に
関
す
る
こ

と
に
つ
い
て
、
引
き
続
き
慎
重
に
審
議
を
行
っ
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま

す
。以

上
、
申
し
上
げ
て
中
間
報
告
と
い
た
し
ま
す
。


